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社
史
フ
ェ
ア
２
０
２
１
（
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
、
第
４
弾
の
今
号
の
テ
ー
マ

は
、「
社
員
参
加
型
の
社
史
」
で
す
。
社
史
と
い

う
と
、
会
社
の
歴
史
が
粛
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
、「
社
員
に
読

ん
で
も
ら
う
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
も
の

や
、
歴
史
だ
け
で
は
な
い
会
社
の
様
子
を
綴
る
も

の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
刊
行
の
社
史

の
中
か
ら
、
特
色
の
あ
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る

社
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 ○ 

〔
１
〕
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
社
風 

『AN
NIV

ER
SAR

Y8
0th

+7

感
謝
を
こ
め
て 

未
来
に
つ
な
ぐ
』（
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
） 

滋
賀
県
に
あ
る
溶
射
専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。
こ

ち
ら
の
社
史
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
社
風
が
よ
く

わ
か
る
社
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
０
年
の
歩
み

を
横
年
表
で
８
頁
に
ま
と
め
た
後
は
、
社
員
の
写

真
を
多
用
し
た
企
画
ペ
ー
ジ
が
続
き
ま
す
。 

ま
ず
は
、「
社
員
の
ま
な
ざ
し
」。
社
員
（
社
長 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

で
結
婚
式
の
二
次
会
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

「
～
二
次
会
の
巻
～
」
も
あ
り
ま
す
。 

巻
末
の
「
実
録
！
記
念
式
典
の
舞
台
裏
」
は
、

８
０
周
年
祝
賀
会
開
催
ま
で
の
１
年
３
ヶ
月
の

社
長
と
従
業
員
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
準
備

の
様
子
が
漫
画
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
が
多
い
会
社
の
よ
う
で
、
こ
の
漫
画
で
も
「
そ

の
後
」
と
し
て
、
社
長
と
社
員
が
一
丸
と
な
っ

て
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が
描
か
れ
、「
１

２
０
％
イ
ベ
ン
ト
」
で
も
、
社
員
旅
行
や
社
員

の
結
婚
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
写
真
が
た
く
さ
ん

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
長
を
中
心
に
社
員
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

○ 

〔
２
〕
〝
今
〟
を
紹
介
す
る 

『
港
産
業
株
式
会
社 

創
業
７
０
年
記
念
誌
』 

 

 

徳
島
市
で
精
密
機
器
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
代

理
店
業
務
を
主
と
し
て
い
る
会
社
で
す
。
こ
ち

ら
の
社
史
は
、
現
在
に
焦
点
を
当
て
て
編
集
さ

れ
て
い
る
た
め
、
過
去
と
な
る
「
沿
革
」
の
部 

（
裏
面
へ
続
く
） 

を
含
む
）
９
２
名
の
笑
顔
の
写
真
を
４
頁
に
渡

り
掲
載
し
て
い
ま
す
。
社
歌
（
マ
イ
う
た
）
作
り

を
し
た
「
魔
法
の
ヒ
カ
リ
」
と
い
う
企
画
で
は
、

社
長
が
作
詞
に
加
わ
っ
た
社
歌
の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
、
社
員
が
コ
ー
ラ
ス
で
参
加
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
全
社
員
の
似
顔
絵
デ
ザ

イ
ン
で
す
。 

「
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
物
語
」
は
、
社
員
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
１
２
枚
の
字
幕
と
本
人
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
で
構
成
し
た
も
の
で
、
第
五
話
ま
で
あ

り
ま
す
。
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
第
五
話
「
『
結

婚
式
』
～
披
露
宴
の
巻
～
」。
字
幕
を
追
っ
て
い

く
と
、「
①
婚
活
へ
の
申
し
込
み
」
→
「
②
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
指
導
」
→
「
③
デ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
→
「
全

て
社
長
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
と
あ
り
、
結
婚
に
無

頓
着
な
男
性
社
員
を
見
兼
ね
た
社
長
が
世
話
を

焼
き
、
結
婚
に
至
る
ま
で
の
様
子
が
本
人
の
感
謝

の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
第
五
話
に
は
、
社
長
が
社
員
の
夢
を
叶
え
る
形 

社
員
の
声
が
聞
こ
え
る 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 



 

●問合せ先 神奈川県立川崎図書館 企画情報課 

213-0012 川崎市高津区坂戸 3-2-1 かながわサイエンスパーク 西棟 2Ｆ 

電話：044-299-7826 ＦＡＸ：044-322-8878 

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

（
表
面
か
ら
つ
づ
く
） 

分
は
年
表
で
１
頁
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
徴
的
な
の
は
「
役
員
紹
介
・
事
業
紹
介
・
部

門
紹
介
・
私
の
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
』」
が

誌
面
の
半
分
を
占
め
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
「
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
７
０
周
年
を
機
に

「
四
国
の
い
い
会
社
、
大
切
に
し
た
い
会
社
」
を

目
指
す
た
め
に
、
今
後
の
会
社
経
営
に
お
け
る
各

社
員
の
使
命
等
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
会
社

や
仕
事
に
対
す
る
社
員
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
史
の
紙
面
で
は
全
部
を
掲

載
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
社
員
が
岩
田
松
雄

氏
（
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
著
書
『
ミ

ッ
シ
ョ
ン
』
『
ブ
ラ
ン
ド
』
を
読
ん
で
、
「
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
」
を
書
い
た
そ
う
で
す
。 

残
り
半
分
の
誌
面
は
「
港
産
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

『
四
国
の
い
い
会
社
、
大
切
に
し
た
い
会
社
』
を

目
指
し
て
」
行
っ
て
い
る
５
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
「M

issio
n

1

社
員
と
家
族
を

大
切
に
す
る
」
で
は
、
親
睦
会
や
社
員
旅
行
な
ど

の
ほ
か
に
、
正
社
員
率
が
な
ん
と
約
９
６
％
で
、

離
職
率
も
２
％
で
あ
る
こ
と
や
、
女
性
社
員
の
８

５
％
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
会
社
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 

○ 

社史フェア 2021 初の web 開催！ 
前年に刊行された社史をまとめて見ることができる 

日本で唯一の催事「社史フェア」。 

今年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、 

当館に来館できない方々のために、Web で開催します！ 

※2021 年 12 月 27 日(月曜日)から 2022 年 2 月 28 日(月曜日)まで 

 

〔
３
〕
社
員
の
生
の
声 

『「
未
来
へ
の
胎
動
」
物
語
～
第
二
期
創
業
期
に
お

け
る
改
革
へ
の
挑
戦
を
語
る 

そ
の
時
歴
史
は
動

い
た
～
』（
株
式
会
社
ト
ー
ケ
ン
） 

石
川
県
金
沢
市
に
本
社
が
あ
る
建
設
総
合
サ
ー

ビ
ス
業
を
し
て
い
る
会
社
で
す
。
こ
ち
ら
の
社
史

も
ち
ょ
っ
と
異
色
で
す
。
５
０
年
の
歴
史
を
ま
と

め
た
「
沿
革
」
は
年
表
で
わ
ず
か
１
頁
。「
第
二
創

業
期
」
と
称
し
た
、
現
社
長
が
社
長
に
就
任
し
た

２
０
０
６
年
以
降
の
約
１
４
年
間
が
メ
イ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。「
ト
ッ
プ
と
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

挑
戦
し
た
改
革
の
歩
み
を
、
社
員
が
生
の
声
で
綴

り
、
リ
ア
ル
な
歴
史
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
残

し
た
い
」
と
い
う
社
長
の
思
い
か
ら
、
改
革
の
様

子
を
社
長
以
下
、
社
員
が
包
み
隠
さ
ず
執
筆
し
て

お
り
、
「
〝
あ
り
得
な
い
こ
と
〟
が
日
々
目
の
前

に
」「
不
祥
事
発
覚
と
旧
弊
一
層
」
な
ど
の
見
出
し

か
ら
も
そ
れ
が
伺
え
ま
す
。 

後
半
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
ト
ー
ケ
ン
春
夏
秋

冬
」
は
、
現
在
も
継
続
中
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
社

員
ブ
ロ
グ
「
み
ん
な
が
主
役
」
の
抜
粋
で
す
。
執

筆
社
員
の
顔
写
真
入
り
で
、
社
員
紹
介
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

○ 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
社
史
が
増
え
て
い
く
の

か
、
来
年
度
の
社
史
フ
ェ
ア
で
も
注
目
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
企
画
情
報
課 

稲
木
） 

 


